
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館

(�
�
�
�
�
�
)

は
、
一
七
二
四
年
一
月
に
ピ
ョ
ー
ト

ル
一
世
の
訓
令
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
十
七
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
一
九

四
〇
年
に
至
る
ま
で
の
時
期
の
文
書
で
、
我
が
国
の
海
軍
の
歴
史
に
直
接
関
係
す
る

も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

当
文
書
館
の
主
た
る
活
動
方
針
の
ひ
と
つ
が
、
文
書
の
保
存
度
の
確
保
で
あ
る
。

当
館
に
は
一
二
〇
万
点
以
上
の
文
書
ジ
ェ
ー
ロ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部

分
は
最
も
貴
重
な
原
本
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
五
％
以
上
が
他
に
類
を
見
な
い
特

に
価
値
の
あ
る
文
書
で
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
と
文
化
の
記
念
碑
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
シ
ベ
リ
ア
の
チ
ュ
メ
ニ
州
に
あ
る
町
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
に
文
書

保
存
フ
ォ
ン
ド
保
管
セ
ン
タ
ー

(�
	


�
)

が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

連
邦
文
書
局
が
管
轄
す
る
特
別
保
管
庫
で
、
重
要
文
書
の
防
災
用
写
し
の
保
管
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
書
保
存
フ
ォ
ン
ド
は
、
文
書
の
保
存
用
写
し
の
総
体
で
、
そ
の
創
設
目
的
は
、

文
書
原
本
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
の
情
報
の
保
持
に
あ
る
。
現
行
の
規

則
に
従
い
、
こ
の
フ
ォ
ン
ド
は
非
公
開
で
、
文
書
原
本
と
は
別
に
そ
れ
専
用
の
保
管

庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
は
シ
ベ
リ
ア
の
古
い
町
で
、
そ
の
名
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は

一
六
五
九
年
、
町
の
歴
史
は
シ
ベ
リ
ア
進
出
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
農
業
に

適
し
た
広
大
な
土
地
が
最
初
の
ロ
シ
ア
人
移
住
者
た
ち
を
こ
こ
に
引
き
寄
せ
た
。
彼

ら
は
タ
タ
ー
ル
人
の
集
落
ヤ
ル
・
ト
ゥ
ル
に
拠
点

(

要
塞)

を
置
き
、
後
に
ヤ
ル
ト

ロ
フ
ス
カ
ヤ
村
を
形
成
し
た
。
こ
こ
で
は
様
々
な
手
工
業

(

機
織
り
、
皮
革
加
工
、

手
芸
な
ど)

と
農
業
が
豊
か
に
発
達
し
た
。
一
七
八
二
年
に
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
の

訓
令
で
村
は
町
と
し
て
の
地
位
を
付
与
さ
れ
た
。

十
九
世
紀
に
は
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
は
、
広
い
ま
っ
す
ぐ
な
通
り
の
あ
る
整
備
さ
れ

た
町
と
な
り
、
豊
か
で
成
功
し
た
都
会
人
が
居
住
し
て
い
た
。
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が

木
造
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

当
時
の
シ
ベ
リ
ア
の
大
部
分

の
町
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
の
過
去

に
は
ロ
シ
ア
史
の
最
も
重
要

な
発
展
段
階
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
は
ロ

シ
ア
の
歴
史
都
市
の
一
つ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
こ
の
地
方
お
よ
び
連
邦

規
模
の
歴
史
と
文
化
を
物
語

る
も
の
が
百
以
上
あ
る
。

現
在
の
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク

は
州

(

チ
ュ
メ
ニ
州)
の
行

( ) ヤルトロフスク市保存フォンド保管センターから返還されたロシア国立海軍文書館所蔵文書の概要 (チェルニャフスキー)207
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ャ
フ
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ク
市
保
存
フ
ォ
ン
ド
保
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セ
ン
タ
ー
か
ら
返
還
さ
れ
た

ロ
シ
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国
立
海
軍
文
書
館
所
蔵
文
書
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概
要
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政
管
轄
下
に
あ
る
。
町
は
、
北
緯
五
十
六
度
の
北
、
チ
ュ
メ
ニ
か
ら
東
に
七
十
五
㎞
、

ト
ボ
ル
河
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
地
理
的
に
見
る
と
、
連
邦
規
模
の
自
動
車
道
と
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
と
の
連
絡
が
良
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
動
車

道
と
鉄
道
に
よ
り
、
州
都
の
み
な
ら
ず
シ
ベ
リ
ア
、
ウ
ラ
ル
地
方
、
ロ
シ
ア
の
他
の

都
市
、
更
に
は
チ
ュ
メ
ニ
州
の
北
部
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
地
域
と
結
ば
れ
て
い
る
。

町
の
面
積
は
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
、
人
口
は
約
四
万
人
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
に
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館

(

当
時
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
国
立
海

軍
文
書
館)

を
含
め
て
五
つ
の
連
邦
文
書
館
か
ら
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
、

特
別
な
価
値
を
有
す
る
文
書
原
本
の
一
部
が
一
時
的
に
移
管
さ
れ
た
。
同
処
置
は
、

核
兵
器
を
用
い
た
戦
争
の
勃
発
の
可
能
性
を
想
定
し
た
非
常
事
態
に
備
え
て
、
祖
国

の
歴
史
を
物
語
る
類
を
見
な

い
証
拠
品
を
救
う
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
の
容
易
な
ら
ざ
る
重

要
な
る
決
定
に
携
わ
っ
た
人

た
ち
の
見
解
で
は
、
地
理
的

に
他
と
は
隔
絶
し
、
重
要
な

戦
略
拠
点
か
ら
遠
く
離
れ
、

国
の
中
央
部
に
位
置
す
る
ヤ

ル
ト
ロ
フ
ス
ク
保
管
セ
ン
タ
ー

で
あ
れ
ば
、
重
要
文
書
の
原

本
は
た
と
え
核
戦
争
が
勃
発

し
た
と
し
て
も
ま
ず
確
実
に

保
存
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

歴
史
的
観
点
か
ら
見
て
特

別
な
価
値
を
有
す
る
文
書
の

取
捨
選
択
は
、
文
書
館
員
に
と
り
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
特
別
な
価
値
を
持

つ
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
手
間
が
か
か
り
、
ま
た
主
観
的
な
作
業
で
あ
る
と
言
う
だ

け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
歴
史
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
原
本

は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
実
際
に
す
べ
て
重
要
で
あ
り
、
学
術
研
究
に
と
り
多
大

な
興
味
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
特
別
文
書
の
す

べ
て
が
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
送
付
の
準
備
対
象
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も

に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
問
題
設
定
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
特
別
文
書
の
大
部
分
は

平
常
の
保
存
場
所
に
残
さ
れ
た
。
そ
の
方
が
そ
れ
ら
文
書
を
扱
う
の
に
よ
り
簡
単
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
へ
の
発
送
対
象
に
選
ば
れ
た
の
は
、
全
部
で
六
十
フ
ォ
ン
ド
の

中
か
ら
の
一
八
四
四
八
点
の
ジ
ェ
ー
ロ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
選
別
と
発
送
は
三
段

階
に
分
け
て
行
わ
れ
、
作
業
期
間
も
数
年
に
及
ん
だ
。
文
書
の
第
一
陣
が
鉄
道
で
シ

ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
の
は
一
九
六
九
年
で
あ
っ
た
。

以
後
今
日
に
至
る
ま
で
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
一

九
七
七
年
に
起
工
さ
れ
た
新
館
が
よ
う
や
く
完
成
し
た
の
は
、
二
〇
〇
七
年
で
あ
っ

た
。
大
量
の
文
書
は
元
々
、
ミ
リ
オ
ン
ナ
ヤ
通
り
の
本
館
に
で
は
な
く
、
宮
殿
広
場

に
あ
る
保
管
庫
に
長
年
に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
保
管
庫
は
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
軍
管
区
本
部
か
ら
賃
借
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
書
館
所
蔵

の
全
ジ
ェ
ー
ロ
の
実
質
的
に
三
分
の
一
に
当
た
る
。
新
館
建
設
に
は
、
こ
の
事
情
が

関
係
し
て
い
る
。
現
代
的
な
設
備
を
備
え
、
文
書
フ
ォ
ン
ド
の
然
る
べ
き
保
存
と
利

用
が
保
障
さ
れ
る
新
館
の
稼
働
に
よ
り
、
広
場
の
賃
借
保
管
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
た

文
書
を
新
た
に
収
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

二
〇
〇
七
年
末
に
は
セ
レ
ブ
リ
ス
ト
ゥ
イ
並
木
通
り
の
新
館
に
七
十
六
万
点
以
上

の
文
書
ジ
ェ
ー
ロ
が
運
び
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
が
所
蔵
す

る
文
書
総
体
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
当
た
る
。
世
界
規
模
の
核
戦
争
の
危
険
性
は
完

東京大学史料編纂所研究紀要 第20号 2010年３月 ( )208
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全
に
排
除
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
明
白
に
最
小
限
と
な
っ
た
た
め
、
新
館
稼

動
の
少
し
前
に
、
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
文
書
は
、
セ
レ
ブ
リ
ス
ト
ゥ
イ
並
木
通
り
に
完

成
し
た
新
館
宛
も
含
め
、
元
の
恒
常
的
な
保
管
場
所
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。

返
還
と
い
う
容
易
と
は
言
え
な
い
問
題
の
解
決
に
、
五
つ
の
文
書
館
の
う
ち
ロ
シ

ア
国
立
海
軍
文
書
館
が
最
初
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
十
二
月
、

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
、
鉄
道
で
、
一
九
六
〇
年
代

末
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
六
十
フ
ォ
ン
ド
か

ら
、
一
八
四
四
八
点
の
文
書
ジ
ェ
ー
ロ
が
搬
送
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
文
書
を
念
入
に
点

検
し
た
結
果
、
す
べ
て
十
分
に
満
足
の
い
く
状
態
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
現
在

こ
れ
ら
文
書
の
調
査
と
フ
ォ
ン
ド
保
存
庫
へ
の
配
置
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
近
々
利

用
者
は
そ
れ
ら
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
に
は
、
十
八
世
紀
初
め
と
十
九
世
紀
末

の
も
の
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
一
七
三
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
ま
で

の
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
海
軍
お
よ
び
我
が
国
の
歴
史
に
と
り
、
こ
の
時
期
は
極
め

て
重
要
な
時
代
で
あ
る
が
、
今
後
長
い
年
月
を
か
け
て
専
門
家
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
七
一
二
年
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
訓
令
に
よ
り
海
軍
庁
【�

�
�
�
���	
�

�	�

����
��
�

】
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
と
同
じ
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
の
モ
ス
ク
ワ
の
諸
官

庁
に
代
え
て
、
他
の
部
も
作
ら
れ
た
。

海
軍
庁
は
ロ
シ
ア
海
軍
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
活
動
分
野
を
統
括
し
、
艦
船
の
建

造
、
艦
隊
に
対
す
る
補
給
、
装
備
、
財
務
、
造
船
所
や
港
の
建
設
、
艦
船
お
よ
び
海

軍
施
設
の
人
員
補
充
な
ど
を
管
掌
し
た
。
海
軍
軍
人
教
育
、
海
上
遠
征
の
組
織
化
、

お
よ
び
水
先
案
内
業
務
も
海
軍
庁
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
、
森
林
の
監
督

も
行
っ
た
。
漕
艇
お
よ
び
帆
船
艦
隊
の
建
造
と
装
備
に
は
良
質
の
木
材
が
大
量
に
必

要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

初
期
の
海
軍
庁
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
軍
令
局
、
艦
船
建
造
局
、
国
庫
局
、
糧

秣
局
、
森
林
局
、
会
計
局
、
軍
服
局
、
監
理
局
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
組
織
全
体
の

活
動
の
一
定
の
分
野
を
管
轄
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
海
軍
庁
を
構
成
す
る
局
お
よ
び
官
房
の
種
類
と

数
も
変
更
さ
れ
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
後
の
時
代
に
は
、
上
記
の
局
に
代
え
て
、

砲
兵
局
、
国
庫
局
、
徴
兵
局
、
主
計
局
、
会
計
局
が
置
か
れ
た
。
局
の
数
と
構
成
も

海
軍
の
状
況
と
そ
の
時
々
の
課
題
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
。

海
軍
庁
の
業
務
を
統
括
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
史
上
著
名
な
人
た
ち
で
、
ピ
ョ
ー
ト

ル
一
世
の
腹
心
で
あ
っ
た
Ｆ
・
Ｍ
・
ア
プ
ラ
ク
シ
ン
元
帥

(

一
七
一
八

一
七
二
八)

お
よ
び
Ｐ
・
Ｉ
・
シ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
海
軍
大
将

(

一
七
二
八

一
七
三
〇)

、
Ｍ
・
Ｍ
・

ゴ
リ
ツ
ィ
ン
元
帥(

一
七
五
〇

一
七
六
二)

、
そ
し
て
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ

チ
大
公
、
後
の
皇
帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世

(

一
七
六
二

一
七
九
六)

な
ど
で
あ
る
。

文
書
保
存
施
設

(

ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館)

そ
の
も
の
の
創
設
も
海
軍
庁
の
活

動
に
直
接
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
海
軍
庁
の
文
書
保
存
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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そ
の
後
、
海
軍
管
理
の
再
編
過
程
の
中
で
、
最
終
的
に
海
軍
庁
は
廃
止
さ
れ
、
そ

れ
に
代
え
て
一
八
二
八
年
に
海
軍
会
議
【�

�
�
�
���	
�

�	���
	

】
と
海
軍
省

【�
�
�
���


�
�
�
�
�	
��	�

】
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
様
々
な
下
部

組
織
の
長
年
の
活
動
の
結
果
生
ま
れ
た
数
多
く
の
文
書
の
本
体
部
分
が
、
二
〇
〇
八

年
十
二
月
に
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
か
ら
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
搬
送
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
に
は
、
海
軍
庁
と
海
軍
省
の
文
書
の

他
に
、
黒
海
の
諸
港
、
カ
ス
ピ
海
艦
隊
お
よ
び
海
軍
庁
カ
ザ
ン
部
局
と
い
っ
た
様
々

な
支
所
や
部
局
、
さ
ら
に
官
房
の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
全
文
書
の
中
か
ら
、
歴
史
学
の
観
点
か
ら
見
て
最
も
興
味
深
く
か
つ
重

要
な
何
ら
か
の
グ
ル
ー
プ
を
選
別
す
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し

て
の
判
断
は
い
ず
れ
も
主
観
的
の
も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人
間
に

と
り
、
呼
吸
、
食
、
飲
、
の
い
ず
れ
が
よ
り
重
要
か
と
い
う
裁
定
を
試
み
る
よ
う
な

も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
歴
史
学
者
も
同
意
す
る
と
思
う
。

例
え
ば
、
フ
ォ
ン
ド

｢

海
軍
庁
国
庫
局
一
七
六
四

一
八
二
七｣
に
は
以
下
の
諸

文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
国
庫
局
に
関
す
る
訓
令
、
国
庫
局
や
各
港
の
国
庫
支
局

の
報
告
、
一
八
〇
五

一
八
二
七
年
度
の
国
庫
局
の
記
録
書
類
と
往
復
書
簡
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
で
海
軍
関
係
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
金

額
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
州
長
官
に
宛
て
た
北
氷
洋
遠
征
の
装
備
費
用
支
出
に
関
す
る
海
軍

庁
の
訓
令
。
ま
た
以
下
の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
八
二
四

一
八
二
六
年
度
の

海
軍
庁
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
分
局
国
庫
課
の
報
告
、
一
八
一
九

一
八
二
三
年
に
行
わ
れ

た
、
帆
船
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
、
ミ
ー
ル
ヌ
イ
号
、
オ
ト
ク
ル
イ
チ
エ
号
、
ブ
ラ
ガ
ナ

メ
レ
ン
ヌ
イ
号
に
よ
る
遠
洋
航
海
へ
参
加
す
る
兵
卒
や
士
官
へ
の
報
賞
金
下
付
に
関

す
る
文
書
、
Ｍ
・
Ｉ
・
ス
タ
ニ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
と
Ｆ
・
Ｎ
・
【
Ｆ
・
Ｐ
・
】
リ
ト
ケ
指

揮
に
よ
る
、
輸
送
船
モ
レ
ル
号
、
セ
ニ
ャ
ヴ
ィ
ン
号
の
遠
征
装
備
費
用
下
付
に
関
す

る
文
書
。

フ
ォ
ン
ド

｢

海
軍
砲
兵
団
査
察
官
官
房｣

に
は
以
下
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

海
軍
砲
兵
団
の
組
織
化
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ペ
テ
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
港
へ
の
士
卒

の
任
命
、
露
米
会
社
の
植
民
地
へ
の
士
官
・
下
士
官
の
派
遣
、
水
雷
の
実
戦
使
用
方

法
研
究
へ
の
士
官
の
任
命
。
そ
の
他
、
こ
の
フ
ォ
ン
ド
に
は
次
の
報
告
も
含
ま
れ
て

い
る
。
一
八
五
四
年
十
二
月

一
八
五
五
年
九
月
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
時
、
負
傷
者
や

捕
虜
に
取
ら
れ
た
者
に
関
す
る
報
告
、
海
軍
勤
務
や
海
軍
士
官
と
兵
卒
の
英
雄
的
行

為
に
付
き
、
小
説
執
筆
の
た
め
の
史
料
を
著
名
な
ロ
シ
ア
作
家
Ｖ
・
ダ
ー
リ
に
提
供

し
た
こ
と
、
外
国
航
海
お
よ
び
ア
ム
ー
ル
河
航
行
に
士
卒
を
派
遣
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
そ
の
他
の
重
要
か
つ
極
め
て
興
味
深
い
文
書
。

フ
ォ
ン
ド

｢

海
軍
庁
付
属
徴
兵
局｣

(

一
七
三
三

一
八
〇
五)

に
は
次
の
文
書
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
徴
兵
委
員
会
の
議
事
録
、
シ
ベ
リ
ア
の
デ
ミ
ド
フ
緒
工
場
で
の

海
軍
用
大
砲
と
錨
の
製
造
に
関
す
る
書
類
と
往
復
書
簡
、
一
七
三
三
年
の
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
遠
征
参
加
者
家
族
へ
の
年
金
の
認
定
、
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ー
勲
章
に
関
し
女
帝
エ
カ
テ

リ
ー
ナ
二
世
の
制
定
し
た
法
令
、
そ
の
他
。

一
七
六
四
年
に
創
設
さ
れ
た

｢

海
軍
省
文
書｣

に
は
、
研
究
上
少
な
か
ら
ぬ
興
味

を
有
す
る
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
は
次
の
文
書
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
の
第
一
回
世
界
周
航
の
指
揮
官
Ｉ
・
Ｆ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の

著
作
印
刷
に
関
す
る
往
復
書
簡
、
海
軍
大
佐
リ
ト
ケ
の
帆
船
セ
ニ
ャ
ヴ
ィ
ン
号
で
の

最
新
世
界
周
航
作
成
地
図
の
印
刷
に
関
す
る
往
復
書
簡
、
書
籍

『

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ

ル
ラ
ダ
号』

の
印
刷
と
販
売
に
つ
い
て
の
作
家
イ
ワ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
と
の
契
約
締
結
に
関
す
る
文
書
。
こ
の
書
物
の
中
で
作
者
は
日
本
お

よ
び
そ
の
住
民
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
興
味
深
い
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

フ
ォ
ン
ド

｢

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
海
兵
団
管
轄
本
部｣

(

一
八
六
〇

一
八

七
六)

に
は
以
下
の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
海
軍
軍
人
に
対
す
る
勲
章
、
褒
章
、

報
賞
金
に
関
す
る
文
書
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
艦
船
の
進
水
式
に
関
す
る
文
書
、
東
海

洋
【
太
平
洋
】
の
諸
港
へ
の
下
士
官
お
よ
び
職
人
の
配
属
に
関
す
る
文
書
、
ニ
コ
ラ
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エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
へ
の
職
人
と
楽
師
の
派
遣
に
関
す
る
文
書
、
ア
ム
ー
ル

河
方
面
勤
務
に
派
遣
さ
れ
る
書
記
に
関
す
る
文
書
、
露
米
会
社
の
植
民
地
艦
隊
へ
の

海
軍
武
官
の
任
命
に
関
す
る
文
書
、
各
種
犯
罪
人
に
関
す
る
命
令
、
な
ど
。

フ
ォ
ン
ド

｢
大
連
港
お
よ
び
タ
ー
リ
エ
ン
ヴ
ァ
ン
【
大
連
湾
】
港
内
監
視
船｣

(

一
九
〇
一

一
九
〇
三)

に
は
、
巡
洋
艦
フ
ザ
ド
ニ
ク
号
、
ガ
イ
ダ
マ
ク
号
、
ラ
ズ

ボ
イ
ニ
ク
号
、
砲
艦
シ
ヴ
チ
号
、
ボ
ブ
ル
号
、
オ
ト
ヴ
ァ
ジ
ヌ
イ
号
、
ギ
リ
ャ
ー
ク

号
、
マ
ン
ジ
ュ
ー
ル
号
、
コ
レ
エ
ツ
号
な
ど
が
行
っ
て
い
た
監
視
活
動
に
関
す
る
ジ
ェ
ー

ロ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

フ
ォ
ン
ド

｢

中
央
地
図
院
所
管
の
地
図

(

大
型
と
小
型)

、
見
取
り
図｣

に
は
、

Ｉ
・
Ｆ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
地
図

(

一
八
二
四)

、
Ｏ
・
Ｅ
・
コ
ツ
ベ
の

地
図(

一
八
二
四)

、
ア
ム
ー

ル
河
の
地
図

(

一
八
六
四)

、

ス
ン
ガ
リ
ー
河
の
地
図

(

一

九
〇
五)

、
星
座
帳

(

星
座

の
説
明
と
そ
の
見
付
け
方
の

指
針
が
付
さ
れ
た
も
の
、
そ

の
他
三
十
の
表
か
ら
成
る)

な
ど
の
稀
覯
品
、
お
よ
び
過

去
の
時
代
を
物
語
る
逸
品
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

我
々
か
ら
見
て
極
め
て
興

味
深
い
の
は
フ
ォ
ン
ド

｢

艦

隊
司
令
官
官
房
事
務
局
の
議

事
録
と
日
誌｣

で
あ
り
、
そ

こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書

は
、
露
領
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
へ
の
遠
洋
航
海
に
も
参
加
し
た
数
十
隻
の
ロ
シ
ア

海
軍
艦
船
の
た
ど
っ
た
運
命
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
そ
れ
ら
文
書
の
中
に
、
帆

船
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
号
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ユ
ノ
ナ
号
が
一
八
〇
六
年
の
一
年
間
に
わ
た

り
発
信
お
よ
び
受
信
し
た
書
簡
集
成
が
あ
り
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
へ
の
航
海
に
関
し
て

の
ユ
ノ
ナ
号
指
揮
官
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
大
尉
と
単
檣
帆
船
ア
ヴ
ォ
シ
号
を
指
揮
す
る
ダ

ヴ
ィ
ド
フ
少
尉
と
の
往
復
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、｢

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
港

か
ら
逃
亡
し
た｣

四
名
の
日
本
人
の
運
命
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
る
も
の
を
含
め
て
、

陸
軍
少
尉
コ
シ
ェ
リ
ョ
フ
と
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
の
往
復
書
簡
、
一
八
〇
七
年
春
の
フ

リ
ゲ
ー
ト
艦
ユ
ノ
ナ
号
の
航
海
準
備
に
関
す
る
書
簡
と
報
告
、
そ
の
他
の
興
味
深
い

文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
の
保
存

庫
か
ら
今
回
受
け
取
っ
た
文

書
ジ
ェ
ー
ラ
の
中
に
は
、
日

露
関
係
に
直
接
関
係
す
る
文

書
は
実
際
に
は
見
出
せ
な
か
っ

た
が
、
に
も
関
わ
ら
ず
、
我
々

の
目
か
ら
す
れ
ば
、
上
で
挙

げ
た
も
の
は
す
べ
て
学
問
研

究
に
と
り
多
大
な
興
味
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
文

書
の
圧
倒
的
大
部
分
は
い
ま

だ
か
つ
て
研
究
者
が
手
に
し

た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
必
然

的
結
果
と
し
て
、
一
度
も
研

( ) ヤルトロフスク市保存フォンド保管センターから返還されたロシア国立海軍文書館所蔵文書の概要 (チェルニャフスキー)211
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究
、
分
析
、
公
刊
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
ル
ト

ロ
フ
ス
ク
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
が
今
回
受
領
し
た
文
書
総
体
は
、
ロ
シ
ア

の
学
者
の
み
な
ら
ず
海
外
の
同
僚
た
ち
の
研
究
活
動
に
と
っ
て
の
広
大
な
対
象
で
あ

る
。以

下
に
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
に
ヤ
ル
ト
ロ
フ
ス
ク
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書

館
に
返
還
さ
れ
た
文
書
フ
ォ
ン
ド
の
目
録
を
付
す
。

二
〇
〇
八
年
十
二
月
ヤ
ル
ト
フ
ス
ク
か
ら
返
還
さ
れ
た
文
書
フ
ォ
ン
ド
の
目
録

�

�
�
�
�
｢

ア
ウ
ザ
港(

ポ
ロ
ス
島)

に
設
置
さ
れ
た
海
軍
法
廷
委
員
会｣
(

一
七
六
七

一
七
七
六)

�

�
�
�
�
｢

黒
海
艦
隊
航
海
士
団
査
察
官｣

�

�
�
�
	
｢

黒
海
艦
隊
海
軍
徴
治
中
隊
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
市｣

�

�
�
	
�
｢

ニ
コ
ラ
エ
フ
海
兵
団
長｣

�

�
�
	
�
｢

ニ
コ
ラ
エ
フ
港
湾
中
隊
司
令
官
官
房｣

�

�
�


�


｢

黒
海
艦
隊
幼
年
学
校｣

(

一
八
〇
九

一
八
五
六)

�

�
�


�
�
｢

ニ
コ
ラ
エ
フ
海
兵
旅
団
指
揮
官
官
房｣
(

一
八
三
一

一
八
四
六)

	

�
�


�
�
｢

イ
ズ
マ
イ
ル
の
医
療
薬
局
と
港
湾
薬
局｣

(

一
八
三
二

一
八
五
五)




�
�


�
�
｢

海
軍
庁
付
属
監
理
総
局｣

�

�
�


�
�
｢

海
軍
庁
国
庫
局｣

(

一
七
六
四

一
八
二
七)

�

�
�


�
�
｢

海
軍
庁
主
計
局｣
(

一
七
五
六

一
八
〇
五)



�
�


�

｢

海
軍
庁
付
属
海
兵
局｣

(

一
七
三
三

一
七
五
一)

�

�
�


�
�
｢

漕
艇
艦
隊
お
よ
び
港
湾
指
揮
官
官
房

(

一
七
八
六

一
八
〇
八)

�

�
�


�
	
｢

海
軍
中
将
Ｄ
・
Ｎ
・
セ
ニ
ャ
ヴ
ィ
ン
艦
隊
へ
の
報
賞
分
与
委
員
会｣

(

一

八
一
七

一
八
三
四)

�

�
�


�


｢

海
軍
庁
付
属
臨
時
会
計
委
員
会｣

(

一
八
〇
二

一
八
二
九)

�

�
�


�
�
｢

海
軍
省
付
属
海
軍
主
計
局
査
察
委
員
会｣

(

一
八
三
六

一
九
四
二)

�

�
�


�
�
｢

海
軍
省
付
属
臨
時
監
理
局｣

(

一
八
六
〇

一
八
六
二)

�

�
�


�
�
｢

海
軍
庁
部
局
の
財
政
報
告
査
察
局｣

(

一
八
六
〇

一
八
七
五)

�

�
�

��

｢

海
軍
庁
付
属
徴
兵
局｣

(

一
七
三
三

一
八
〇
五)

�

�
�

�


｢

海
軍
庁
付
属
俸
給
事
務
局｣

(

一
七
二
〇

一
七
三
三)

�

�
�

��

｢

森
林
局｣

(

一
七
一
八

一
七
二
七)

�

�
�

��

｢

海
軍
庁
国
庫
局｣

�

�
�

�

｢

海
軍
庁
付
属
徴
兵
総
局｣

(

一
七
二
三

一
七
六
一)

�

�
�

��

｢

海
軍
庁
付
属
軍
服
局｣

(

一
七
一
九

一
七
五
五)

�

�
�
�
	

｢

海
軍
庁
付
属
下
請
局｣

(

一
七
二
三

一
七
六
四)

�

�
�
���

｢

海
軍
庁
付
属
糧
秣
局｣

(

一
七
二
三

一
七
六
四)

�

�
�
���

｢

艦
長
官
房
秘
書
議
事
録
と
日
誌｣

(

一
七
二
三

一
八
三
六)

�

�
�
���

｢

海
軍
庁
カ
ザ
ン
部
局｣

(

一
七
〇
六

一
八
三
一)

�

�
�
���

｢

海
軍
砲
兵
団
査
察
官
官
房｣

�

�
�
���

｢

海
軍
建
設
部
南
管
区
経
済
委
員
会
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
市｣

 

�
�
���

｢

海
軍
省
印
刷
所｣

!

�
�
�	�

｢

海
軍
建
設
部
南
管
区
ニ
コ
ラ
エ
フ
市
技
師
隊｣

(

一
八
三
八

一
八
五
九)

"

�
�
�	�

｢

海
軍
建
設
部
技
師
団
査
察
局
官
房｣

(

一
八
三
六

一
八
六
〇)

#

�
�
�	�

｢

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
運
送
隊
指
揮
官
本
部｣

(

一
八
二
七

一
八
六
二)

$

�
�
���

｢

海
軍
建
設
部
南
管
区
イ
ズ
マ
イ
ル
技
師
隊
、
イ
ズ
マ
イ
ル
市｣

(

一
八
四

四

一
八
五
四)

%

�
�
�

｢

海
軍
教
育
兵
站
管
理
局｣

&

�
�
��

｢

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
運
送
・
労
働
兵
站
お
よ
び
懲
治
中
隊
査
察
官
本
部｣

'

�
�
���

｢

モ
ス
ク
ワ
海
軍
委
託
局｣

(

�
�
�
�

｢

懲
治
中
隊
労
働
兵
站
管
理
海
軍
主
計
監
本
部｣

)
�
�
���

｢

海
軍
建
設
部
北
管
区
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
技
師
隊｣

*
�
�
��

｢

艦
船
技
師
団
査
察
官
本
部｣

+

�
�
	��

｢

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ト
港
内
監
視
船｣

(

一
八
三
一

一
九
一
七)

,

�
�
	�	

｢

予
備
兵
站
中
隊
・
師
団
総
長｣

(

一
八
五
四

一
八
五
七)

-

�
�
	


｢
海
軍
兵
站
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
監
理
本
部｣

(

一
八
六
〇

一
八
六
七)

.

�
�
	�

｢
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ト
孤
児
院｣

(

一
八
三
一

一
八
四
六)

/

�
�
		

｢

大
ネ
ヴ
ァ
河
水
路
監
視
船｣

(

一
八
五
八

一
八
七
九)

0

�
�

���

｢

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
航
海
士
団
査
察
官｣
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1
�
�
�
�
�
�
｢

海
軍
黒
海
局
収
支
決
算
臨
時
委
員
会｣

2

�
�
�
�
�
�
｢

セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
海
軍
砲
兵
長
官
房｣

(

一
八
〇
六
、
一
八
二
七
、
一

八
三
一

一
八
五
八)

3

�
�
�
�
�
	
｢

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
フ
海
軍
観
測
所
【
��

�
�
�

】、
ケ
ル
チ
市｣

4

�
�
�
�
�
�
｢

下
士
官
の
子
女
の
た
め
の
ニ
コ
ラ
エ
フ
学
校｣

(

一
八
二
七

一
八
八
三)

5

�
�
�
�
	
�
｢

下
士
官
の
子
女
の
た
め
の
学
校
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ｣

6

�
�
�
�
�
�
｢

黒
海
艦
隊
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
海
軍
懲
治
中
隊｣

7

�
�
�
�
�
�
｢

黒
海
艦
隊
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
港
湾
中
隊
管
理
官｣

8

�
�
�
�
�
�
｢

セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
予
備
中
隊
管
理
官｣

(

一
八
五
五)

9

�
�
�
�
�
�
｢

カ
ス
ピ
海
艦
隊
長｣

(
一
七
八
一

一
九
二
二)

:

�
�
�
�
�
�
｢

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
港
付
属
軍
事
法
廷
委
員
会｣

;

�
�
�
�
�
�
｢

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
女
学
校｣

(
一
八
六
六

一
八
九
〇)

<

�
�
�
�
�
�
｢

大
連
港
お
よ
び
大
連
湾
港
内
監
視
船｣

(

一
九
〇
一

一
九
〇
三)

=

�
�
�
�
�
�
｢

中
央
地
図
院
所
管
の
地
図

(

大
型
と
小
型)

、
見
取
り
図｣

(

翻
訳

有
泉
和
子)

( ) ヤルトロフスク市保存フォンド保管センターから返還されたロシア国立海軍文書館所蔵文書の概要 (チェルニャフスキー)213

本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ

｢

東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
中
国
・
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
総
合
的
研
究｣

(

課
題
番
号�

�
�
�
�
�
�
�

、
研
究
代
表
者
／
保
谷

徹)

の
一
環

と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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